
風力発電所
本格稼働
　本城から都井地区にまたがる稜
線沿いに建設を進めてきた「串間
風力発電所」が完成し、本格稼働
しました。南北約4.5キロの尾根
に高さ136.5メートルの風車23基
が並びます。総出力は６万4800
キロワットであり、一般家庭約
４万６千世帯分の電力を賄いま
す。また、二酸化炭素排出量の抑
制効果は年間約５万トンと試算さ
れており、本市が推進する「再生
可能エネルギーによるまちづく
り」の新たなシンボルとなります。

新年の ごあいさつ新年の ごあいさつ

福島高校野球部が
県高校野球大会2020で
39年ぶりにベスト８

　全国高校野球選手権宮崎大会に代わる「県高校野球大会2020」が宮崎
市のひなたサンマリンスタジアム宮崎などで行われ、福島高校野球部がベ
スト８の成績を収めました。夏の県大会で準々決勝に進んだのは、昭和56
年以来39年振りの快挙であり、コロナ禍の中、串間を盛り上げてくれました。

都井岬に新たな都井岬に新たな
観光施設がオープン観光施設がオープン
　新たな観光拠点として都井岬に「都井岬観光
交流館ＰＡＫＡＬＡＰＡＫＡ（パカラパカ）」がオー
プンしました。パカラパカでは、屋内型の休憩
スペースでの軽食の提供のほか、24時間利用で
きるトイレや授乳室を完備。また、ＶＲ（仮想
現実）で都井岬散策などを体験できるコーナー
もあり、子どもから大人まで楽しめる施設となっ
ています。
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け
ま
し
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お
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す
。

　

ご
承
知
の
と
お
り
、
昨
年
の
初
め
か
ら
新
型
コ

ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
が
発
生
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、
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が
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お

い
て
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本
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現
在
、
準
備
が
着
々
と
進
め
ら
れ
て
お
り
ま

す
が
、
こ
の
道
の
駅
が
ま
ず
は
市
民
の
皆
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ま
の

憩
い
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場
と
な
り
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ら
に
は
本
市
を
訪
れ
て
く

だ
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る
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に
ぎ
わ
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と
な
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、
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力
あ
る
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設
に
整
備
い
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し
ま
す
。

　
ま
た
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再
生
可
能
エ
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ル
ギ
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に
よ
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ま
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を
さ
ら
に
加
速
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串
間
市
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。

　

こ
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ま
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。
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の
実
現
に
向
け
て
、
本
年
を
新
た
な
出
発
点
と
し

て
市
民
の
皆
さ
ま
や
事
業
者
と
一
体
と
な
っ
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り
組
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で
参
り
た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

　

結
び
に
、
本
年
が
皆
さ
ま
に
と
っ
て
飛
躍
の
年

と
な
る
こ
と
を
ご
祈
念
申
し
上
げ
、
新
年
の
ご
あ

い
さ
つ
と
い
た
し
ま
す
。

　

明
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迎
え
の
こ
と
と
心
か
ら
お
喜
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げ

ま
す
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昨
年
は
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
拡

大
に
よ
り
国
内
が
未
曽
有
の
事
態
と
な
り
、
市
民

の
皆
さ
ま
も
大
変
な
ご
苦
労
を
強
い
ら
れ
ま
し
た
。

　

市
議
会
と
い
た
し
ま
し
て
は
、
市
に
感
染
症
防

止
対
策
や
経
済
対
策
の
強
化
を
求
め
、
ま
た
、
そ

の
支
援
策
の
財
源
と
し
て
、
議
会
費
の
一
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を
減
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し
て
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源
に
充
当
す
る
よ
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提
出
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で
す
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新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
は
現
在
も
予
断

を
許
さ
な
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で
あ
り
、
１
日
も
早
い
終
息
を
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に
願
う
と
こ
ろ
で
す
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さ
て
、
本
年
は
「
道
の
駅
く
し
ま
」
の
開
業
を

迎
え
ま
す
。

　

本
市
の
農
業
を
は
じ
め
と
す
る
産
業
の
振
興
、

ま
た
、
観
光
や
地
域
間
交
流
促
進
な
ど
、
地
域
の

活
性
化
が
期
待
さ
れ
る
と
こ
ろ
で
す
。

　

魅
力
的
な
道
の
駅
に
な
る
に
は
、
何
よ
り
市
民

の
皆
さ
ま
か
ら
の
ご
意
見
・
ご
提
言
が
必
要
で
す
。

市
議
会
も
皆
さ
ま
と
共
に
行
政
に
働
き
か
け
て
参

り
た
い
と
思
い
ま
す
。

　

結
び
に
、
本
年
が
市
民
の
皆
さ
ま
に
と
っ
て
幸

せ
で
実
り
多
き
飛
躍
の
年
と
な
り
ま
す
よ
う
ご
祈

念
申
し
上
げ
ま
し
て
、
年
頭
の
ご
あ
い
さ
つ
と
さ

せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

くしまを
振り返る 
in 2020

皆さんにとって2020年は
どんな年になりましたか？

本市でもさまざまな出来事がありました。
その１年を振り返ります。
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いこいの里が営業再開
　美人の湯として評判の「串間温泉いこい
の里」が施設の改修工事を経て営業を再開
しました。持続可能な施設運営のため、木
質バイオマスボイラーと太陽光発電設備を
設置。また、本城支所を同施設内に移転し、
複合型の地域コミュニティー施設として地
域活動の拠点としての役割も担っていま
す。その他、串間の特産品が多く並ぶ売店
や地元食材を使った料理を楽しめるレスト
ランなども併設されています。

市民や事業者を市民や事業者を
支援するための
コロナ対策室設置
　新型コロナウイルス感染症によっ
て経済的な影響を受けている市民や
市内事業者を支援するため、市総合
政策課内に「串間市新型コロナウイ
ルス感染症生活支援・経済対策室」
を設置しました。本市が独自に行う
支援策の企画や国、宮崎県が実施す
る経済対策などの情報収集などを
行っており、今後も効果的な生活支
援・経済対策に取り組んでいきます。

道の駅くしまの道の駅くしまの
建設工事始まる
　今年の春に中心市街地にプレオープンを予定している
「道の駅くしま」の建設工事が始まり、現在も整備が進め
られています。今年度中に地元食材などを提供する「飲食・
物販施設」と交通情報や観光情報などを提供する「情報館」
が完成。来年度には「市民交流施設」と「イベント広場」
を整備する計画であり、さらなる交流人口拡大の拠点とし
て期待されます。

岬馬に季節外れの
「秋駒」誕生
　都井岬に生息する国の天然記念物に指定
されている岬馬に、季節外れの子馬が誕生
しました。岬馬の出産時期は例年、４、５
月がピークであり、９月の誕生は18年ぶり。
子馬は母馬に寄り添い、乳を飲んだりする
などかわいらしい姿を見せていました。

串間中がコロナウイルスに 串間中がコロナウイルスに 
負けない宣言を発表
　新型コロナウイルス感染症に感染した方への偏
見や差別をなくそうと、串間中学校が「コロナウ
イルスに負けない宣言」を発表しました。この宣
言は、感染した方に対しての誹謗中傷が全国的に
増加している状況を踏まえ、生徒会役員執行部が
生徒から「差別を絶対にしない、させない、許さ
ない」意思を発信して、安心して暮らせる街を作っ
ていきたいと思い作成。宣言文は市役所正面玄関
に掲示しています。

旧吉松家住宅前に
市民広場が完成
　市民や観光客の憩いの場である旧吉松家住
宅前市民広場が完成しました。広場内には芝
生広場やイベントなどを行えるスペース、コ
イやメダカが生息する水辺があり、老若男女
落ち着いたひとときを過ごせます。

3月
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